
今月の野菜

野菜情報 2025.527

レタスは、紀元前６世紀にペルシャ王の食
卓に供せられていたと伝えられ、原種は地中
海沿岸から西アジアにかけて分布する野生種
から、現在のレタスにのもとになるものが
ヨーロッパで選出され、東西に広がったとさ
れる。日本には中国から伝わり、平安時代に
は「ちしゃ」と呼ばれ栽培されていた。漢字
で「乳草」と書き「ちちくさ」から「ちしゃ」
となったとされるが、これは、葉や茎を切る
と乳に似た白い液が出ることに由来する。
レタスを生食するのは世界的に共通してい
るが、日本で玉レタスの栽培が本格的になっ
たのは戦後である。現在はさまざまな形状が
栽培されており、４変種６型に区分されてい
る。ヨーロッパ系の（１）ヘッドレタス（玉
レタス）（２）結球しない葉レタス（リーフ

レタス）（３）半結球の立ちレタス（ロメイ
ンレタス・コスレタス）、アジア系の（４）
茎レタス（掻きちしゃ、ステムレタス、カッ
ティングレタス）の四つに大別される。
さらに（１）の中でも①クリスプ型のヘッ
ドレタスが現在の日本における主流であり、
固く締まったパリパリした食感からクリスプ
と総称された。もう一つの②バター型のヘッ
ドレタスは、サラダ菜に代表され、葉の巻き
が緩やかで、表面に油滑感があることからバ
ターヘッドと総称された。
（４）の茎レタスに分類される①ステムレ
タスの茎を細く切って乾燥させたものが山く
らげと呼ばれる。②カッティングレタスは、
焼肉で使われるサンチュなどの名で利用され
ている。

主要産地
レタスの需給動向	 調査情報部

⑤静岡県
　10月～5月

②茨城県
　9月下旬～
　6月上旬

③群馬県
6月中旬
　～9月

⑨香川県
　11月中旬～4月

資料：農林水産省「令和５年産野菜生産出荷統計」
注：図中の番号は収穫量の多い順番、期間は主な出荷期間を表している。

ヘッドレタス（クリスプ型）

⑧福岡県
　10月中旬～
　6月中旬

⑦熊本県
　11月～3月

サラダ菜（バターヘッド型）

コスレタス（レッドロメイン） 茎レタス

カッティングレタス（サンチュ）

⑩北海道
　4月～10月

⑥兵庫県
　10月中旬～5月

④長崎県
　10月下旬～5月

サニーレタス（リーフレタス）

①長野県
　5月～10月
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令和５年の作付面積は、１万9700ヘクタール
（前年比99.0％）と、前年に比べてわずかに
減少した。
上位５県では、
◦長野県�5540ヘクタール（同�100.7％）
◦茨城県�3220ヘクタール（同　95.8％）
◦群馬県�1380ヘクタール（同�100.0％）
◦兵庫県�1040ヘクタール（同　92.9％）
◦長崎県� 955ヘクタール（同　98.2％）
となっている。

令和５年の出荷量は、51万6400トン（前
年比99.3％）と、前年に比べてわずかに減
少した。
上位５県では、
◦長野県� 17万6900トン（同�101.3％）
◦茨城県� ８万��500トン（同　96.5％）
◦群馬県� ５万4700トン（同�102.2％）
◦長崎県� ３万2500トン（同　95.6％）
◦静岡県� ２万3700トン（同　96.0％）
となっている。

出荷量上位５県について、10アール当た
りの収量を見ると、群馬県の4.22トンが最
も多く、次いで長崎県の3.69トン、長野県
の3.28トンと続いている。その他で多いの
は、熊本県の3.06トンであり、全国平均は
2.77トンとなっている。

作付面積・出荷量・単収の推移
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資料：農林水産省「令和５年産野菜生産出荷統計」

作付面積の推移

資料：農林水産省「令和５年産野菜生産出荷統計」

出荷量の推移

資料：農林水産省「令和５年産野菜生産出荷統計」

令和５年産の主産地の単収
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レタスは冷涼な気候を好み、25度を超え
る高温が続くと生育や結球が不良となり、抽

ちゅう

苔
だい

（とう立ち）する可能性も出てくる。多湿
にも弱く、雨が続くと病気で腐敗してしまう
ため、日本の気候に合うよう品種改良され、
晩
ばん

抽
ちゅう

性
せい

（抽苔が遅い品種）、耐暑性、高温結

球性を強化した結果、生産が安定した。現在
は、日本の縦に長い地形や多様な気候を利用
して、夏場は冷涼な高冷地で、冬場は暖地で
栽培する産地リレーにより周年で供給されて
いる。

東京都中央卸売市場の月別入荷実績（令和
５年）を見ると、５～９月にかけて長野産を
中心に群馬産も入荷する。10月以降は茨城
産が増加し、12月から翌２月までは静岡産

が増え、その他、長崎産や香川産などの入荷
がある。３～４月は再び近郊の茨城産が増え、
徐々に長野産、群馬産に移行する。

東京都・大阪中央卸売市場における月別県別入荷実績

作付けされている主な品種等

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和５年東京都中央卸売市場年報）
注　：（ ）内の数値は、月別入荷量全体に占める割合（％）である。

令和５年　レタスの月別入荷実績
（東京都中央卸売市場計）
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都道府県名都道府県名 主 な 品 種
長 野 県 ウィザート、スターレイ、エスコート、ルシナ 66、ファンファーレ、ヒートガイ

茨 城 県 クールガイ、トリガー、ユースフル、スプリンガー、春 P、ビルボード、
パワースイープ

群 馬 県 マイヤー、スターレイ、シニア、ウィザート、シーカー、オアシス、タフブイ、
スピーディー、インターセプト

兵 庫 県 コンスタント、ラプトル、ベルデ７、スマイリー、アモーレ
長 崎 県 ツララ、パワースイープ、ゴジラ、インターセプト、ブルラッシュ

資料：関係者聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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大阪中央卸売市場の月別入荷実績（令和５
年）を見ると、５～10月にかけては長野産
が中心の入荷となる。10月以降は産地が移
行し、茨城産、兵庫産、福岡産、徳島産など

が入荷する。年末から４月にかけては、兵庫
産、徳島産、香川産のほか長崎産、福岡産な
ど九州の産地からも入荷している。

令和６年の東京都中央卸売市場における価
格は、レタスが１キログラム当たり100～
413円（年平均191円）、サニーレタスが同
232～553円（年平均371円）の間で推移
した。令和６年は、野菜が全体的に高値で推
移しており、レタスは７月以降直近２年を大
幅に上回り高値で推移した。また、サニーレ

タスは４月、９月および12月に平年より大
幅に高値となった。
令和６年の年間入荷量は、レタスが
６万９千トン（前年比95.9％）、サニーレタ
スが１万１千トン（前年比99.5％）と、い
ずれも前年より減少した。

東京都中央卸売市場における価格の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和５年大阪市・大阪府中央卸売市場年報）
注　：（ ）内の数値は、月別入荷量全体に占める割合（％）である。

令和５年　レタスの月別入荷実績
（大阪中央卸売市場計）
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卸売価格の月別推移（国内産・レタス）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）

卸売価格の月別推移（国内産・サニーレタス）
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輸入レタスは、主に外食などの業務用に利
用されており、首位の台湾産と第２位の米国
産で９割以上を占めていたが、令和元年以降
は、新型コロナウイルス感染症の影響により
業務用需要が減少したことから輸入量が減少

し、令和４年以降は５千トン前後で推移して
いる。また、令和４年にはロシアによるウク
ライナ侵攻などの影響を受け、円安が急激に
進み、その後も円安傾向が継続していること
から、米国産の輸入が大幅に減少している。

輸入量の動向

レタスの消費動向

レタスは、サラダには欠かせない野菜であ
り、カット野菜での購入も増えている。１人
当たりの年間購入量は2000グラム前後で推
移している。小売価格は、令和元年以降１キ
ログラム当たり450円前後で推移していた
が、令和６年は551円と100円程上昇した。
近年、レタスは葉が濃い緑や紫のもの、縮
れているものなどさまざまな種類が出回るよ

うになったが、種類によってそれぞれ栄養価
などが異なる。色の濃い葉を持つものの方が
栄養価は高く、β-カロテン、ビタミンK、
葉酸などが含まれている。サラダの食材とし
て生食が定番のレタスだが、炒め物やスープ、
クリーム煮など加熱調理するとかさが減り、
たくさん摂れるのでおすすめである。

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

国・地域別輸入量の推移（生鮮・結球レタス）
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：総務省「家計調査年報」）

１人当たり年間購入量の推移
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（参考）　小売価格（東京都区部）の動向

農畜産業振興機構「ベジ探」、原資料：総務省「小売物価統計調査」

496 503

429

432

418

445
462

551

0

100

200

300

400

500

600

平成２９ ３０ 令和元 ２ ３ ４ ５ ６

（円／㎏）

（年）


